
資料 １

県内水道のあるべき姿の検討

検討の進め方

ビジョンの目標年次である２０年後（Ｈ４２）の県内水道のあるべき姿について、
半世紀先を見据えて検討し、共通目標とする

広域化形態等

段階的な目標設定と広域化方策

①２０年後の広域化形態
②広域化（市町村）組合せ案の検討
③組合せブロックの現状評価等

①短期：５年、中期：１０年、長期：２０年の目標設定
②各段階での広域化方策

・現状で推移した場合と広域化した場合の効果をＰＩや財政見通し等で定量化
・技術力や危機管理対応面を定性化

課題の検証等

※第２回検討委員会検討事項

※第３回検討委員会（１２月）検討予定

※第４回検討委員会（２月）検討予定

１



資料 ２２０年後の広域化形態

１

創設後４０～５０年が経過

東京湾北部地震
約２千円（20㎥使用時）

水道事業の課題

広域化による運営基盤強化

節水機器の普及

人口の減少

◆核となる事業体を中心に近隣事業体との統合（水平統合）を進めるブロック

◆県営水道を軸としてモデル的に統合（垂直統合）を進めるブロック

◆大規模事業体として埼玉県の水道事業を先導するブロック

２０年後の広域化形態

半世紀先のシステム統合（水源～蛇口まで）：県内水道の１本化



資料 ３広域化組合せ（市町村）案

地域特性や広域化に関する県計画

組合せ案の検討に当たっては、地域特性や県計画、事業の運営規模、県営水道の
供給状況等、３つの観点を総合的に勘案した組合せ案とする

○ゆとりとチャンスの埼玉プラン

１

・西部の山地と東部の平地に二分され、山地は秩父盆地や比企丘陵などで形成されている
・東京から放射状に延びる鉄道を軸に都市化が進み、連続した市街地が形成されている
・生活圏や交通軸を基に１０の地域が設定されている

○埼玉県市町村合併推進構想

・「市町村の合併の特例等に関する法律」（合併新法）の施行H17.4に伴い、『埼玉県合併推進
構想』が策定されている（１２ブロック）

資料３－１ ゆとりとチャンスの埼玉プラン 地域区分

資料３－２ 合併推進構想区域図

○埼玉県消防広域化推進計画 資料３－３ 消防広域化推進計画図

・消防は、既に１３の組合により共同で運用されているが、財政基盤の強化を目的として平成
２０年３月、『埼玉県消防広域化推進計画』が策定されている（８ブロック）

○二次保健医療圏 資料３－４ 二次保健医療圏

・平成２２年４月から県の保健所を１３箇所に統合再編する『二次保健医療圏』を策定している
（１０ブロック）



水道事業の運営規模（給水人口）等

○有効率

・有効率は、給水収益に影響する有収率と密接な関係があり、効率的な事業運営を実現するに
は高い目標設定が必要である

資料３－５ 全国の規模別有効率

○有収水量１㎥当たりの費用

は高い目標設定が必要である
・国の水道ビジョンでは、有効率９８％以上を目標に掲げているので規模面から検証する

資料３－６ 全国の有収水量１㎥当たりの規模別費用

・有収水量は実際に料金を徴収した水量であり、１㎥当たりの費用を規模面から検証する

○固定資産使用効率 資料３－７ 全国の規模別固定資産効率

・固定資産使用効率は、給水量に対する有形固定資産１万円当たりの値であり、施設が効率
的であるか規模面から検証する

○固定資産の回転率 資料３－８ 全国の規模別固定資産回転率○固定資産の回転率 資料３ ８ 全国の規模別固定資産回転率

・固定資産回転率は、１年間に固定資産の何倍の営業収益があったか示す指標で、資産が
有効に活用されているか規模面から検証する

・上記について検証すると、全国の規模別データでは給水人口１０万人以上が概ね良
好な結果を示していることから、埼玉県では最低１０万人以上のブロックを検討

・将来に向けて効率的な事業運営を実現するには国のビジョンと同様に有効率９８％

２

の目標設定が必要であり、県の地域特性（人口密度、高い県営水道用水供給率）や
予防的修繕面からの経営体力を考慮し、５０万人以上のブロックを運営規模の基本



３

○県営浄水場の供給区域

○県営水道の送水管網

・県営水道は、利根川水系を水源とする庄和、行田、新三郷浄水場と荒川を水源と
する大久保、吉見浄水場の５つの浄水場から供給している
・県営水道の供給区域は、平地部の埼央広域水道圏の６１事業体であり、秩父広域水道圏
には供給されていない

資料３－９ 浄水場別供給区域

資料３－１０ 県営水道送水管網図

県営水道の供給状況等

・県営水道との垂直統合を検討する場合は、送水管網が重要な要素となる

埼央広域水道圏
（県水＋自己水）

秩父広域水道圏
（自己水）

千葉県

群馬県

東京都６６水道事業体



４

広域化組合せ案

半世紀先の県内水道１本化を目指すことから、３つの観点の内、特に県営水道の
供給実態（送水管網）を重視し、効率的かつ各事業体の意見を考慮した１２ブロック
案とする

広域化形態に基づくブロック案

➢核となる事業体を中心に近隣事業体との統合を進めるブロック
１，３，４，５，７，９，１１，１２ブロック

➢県営水道を軸としてモデル的に統合を進めるブロック
２，６，１０ブロック

➢大規模事業体として埼玉県の水道事業を先導するブロック
８ブロック

資料３－１１ 広域化組合せ案に対する事業体の意見



５

ブロック名 給水人口（人） 構成事業体 形態

１ブロック 574,443 （９事業体） 水平統合

２ブロック 859,196 （５事業体） 垂直統合

３ブロック 576,493 （５事業体） 水平統合

４ブロック 676,574 （７事業体） 水平統合

５ブロック 775,772 （５事業体） 水平統合

６ブロック 211,789 （８事業体） 垂直統合

７ブロック 744,229 （４事業体） 水平統合

８ブロック 1,193,695 （１事業体） 先導

９ブロック 587,283 （５事業体） 水平統合

１０ブロック 251,210 （６事業体） 垂直統合

１１ブロック 517,709 （７事業体） 水平統合

１２ブロック 97,268 （４事業体） 水平統合

広域化組合せ案

※各ブロック構成事業体名については、非公開扱い



６

形態別広域化ブロック図

水平統合

垂直統合

先 導

北本市

蕨市

鷲宮町

和光市

蓮田市

富士見市

美里町

八潮市入間市

日高市

東松山市

鶴ケ島市

長瀞町

朝霞市

大利根町

草加市

川島町

川口市

川越市

杉戸町

新座市

上尾市

菖蒲町

松伏町

所沢市

三芳町
三郷市

坂戸市

幸手市

戸田市

栗橋町

狭山市

宮代町

久喜市

吉川市

吉見町

騎西町

皆野町

加須市

桶川市

横瀬町

鳩山町

白岡町

鳩ケ谷市

志木市

越谷市
さいたま市

秩父市

小川町

飯能市

越生町

滑川町

羽生市

北川辺町

上里町

毛呂山町

東秩父村

寄居町

伊奈町

嵐山町

東京都

千葉県

山梨県

長野県

群馬県

栃木県

茨城県

ときがわ町

本庄市

神川町

深谷市

行田市

小鹿野町

熊谷市

鴻巣市

春日部市

ふじみ野市

県営浄水場

※各ブロックの区分は非公開



地域区分の考え方

　これからの人口減少・超高齢社会においては、そ
れぞれの地域が産業、人材、自然、文化、歴史などの
様々な資源や特性を生かし、創意工夫を加えながら
個性豊かで活力にあふれた地域づくりに取り組ん
でいくことが求められています。
　このため、地域区分の設定に当たっては、地域特
性の共通性や日常生活圏の一体性などに配慮する
ことが重要になります。こうした点を踏まえ、次の考
え方に基づいて地域区分を設定しました。

●本県では、東京都心からの距離ごとに地域の課
　題が変化する傾向が見受けられます。このため、
　まず、東京都心からの距離に基づき、大きく３つ
　のゾーンに区分しました。

●さらに、地域づくりを進める単位として、次の観点
　から地域を区分しました。
　⑴地域の魅力や強みを生かした個性的なまちづ
　　くりを進めていくためには、生活圏としての一
　　体感が形成されていることが大切です。このた
　　め、保健・医療や日常の買物行動など生活圏と
　　しての一体性がある市町村を同じ地域に区分
　　しました。
　⑵地域のまとまりに影響を与える鉄道や道路な
　　どの交通軸に配慮した地域区分としました。
　⑶政令指定都市を独立した一つの地域として区
　　分しました。

　その結果、「ゆとりとチャンスの埼玉プラン」地域
別計画では、次の１０の地域区分としました。

ゆとりとチャンスの埼玉プラン

2

県南ゾーン（東京都心から概ね１０～３０㎞圏）
東京の影響を受けやすく、早くから都市化が進行した地域
　
圏央道ゾーン（東京都心から概ね３０～６０㎞圏）
都市と田園が共存しており、今後圏央道の整備により一層の発展が期
待されている地域
　
県北ゾーン（東京都心から概ね６０㎞以遠）
うるおいのある豊かな自然環境や歴史・伝統などの地域資源を生かし
た地域活力の向上が期待されている地域

朝霞市・志木市・和光市・新座市
富士見市・ふじみ野市・三芳町
人口●665,592人・面積●110.95㎢

川越市・東松山市・坂戸市
鶴ヶ島市・毛呂山町・越生町
滑川町・嵐山町・小川町
川島町・吉見町・鳩山町
ときがわ町・東秩父村
人口●794,810人・面積●626.67㎢

熊谷市・本庄市・深谷市
美里町・神川町・上里町
寄居町
人口●528,034人
面積●561.45㎢

所沢市・飯能市・狭山市・入間市・日高市
人口●781,229人・面積●406.43㎢

主な交通軸

県北ゾーン

圏央道ゾーン

県南ゾーン

地域別計画の地域区分

秩父地域

西部地域

川越比企地域

南西部地域

人口●725,140人・面積●85.24㎢
川口市・蕨市・戸田市・鳩ヶ谷市

南部地域

県央地域

北部地域

3

人口●114,596人・面積●892.50㎢
秩父市・横瀬町・皆野町・長瀞町・小鹿野町

人口●1,085,540人
面積●249.79㎢

春日部市・草加市
越谷市・八潮市・三郷市
吉川市・松伏町

人口出典：「国勢調査（平成17年）」（総務省）

利根地域

東部地域

さいたま市
人口●1,176,314人・面積●217.49㎢

さいたま地域

鴻巣市・上尾市・桶川市・北本市・伊奈町
人口●520,164人・面積●172.94㎢

行田市・加須市・羽生市・久喜市
蓮田市・幸手市・騎西町・北川辺町
大利根町・宮代町・白岡町・菖蒲町
栗橋町・鷲宮町・杉戸町
人口●662,824人・面積●473.84㎢

資料３－１

saitamaken
テキストボックス

saitamaken
テキストボックス

saitamaken
テキストボックス

saitamaken
ノート注釈
saitamaken : Accepted

saitamaken
ノート注釈
saitamaken : MigrationConfirmed
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○○○○○○○○○○○○○○○○区域図区域図区域図区域図嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域 ○○○○○○○○○○○○○○○○区域図区域図区域図区域図嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域 嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域 資料　３－３埼玉県消防広域化推進計画４地区５地区６地区８地区１地区２地区３地区７地区 嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域



○○○○○○○○○○○○○○○○区域図区域図区域図区域図嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域 嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域南部南西部東部さいたま県央川越比企西部利根北部秩父南部南西部東部さいたま県央川越比企西部利根北部秩父 二次保健医療圏 資料　３－４



◆　規模別分布状況

　　　給水人口
　　　　（万人）

有効率（%）

０．１
未満

０．１
～

０．２
未満

０．２
～

０．３
未満

０．３
～

０．５
未満

０．５
～

１．０
未満

１
～
２

未満

２
～
３

未満

３
～
５

未満

５
～
１０
未満

１０
～
２０
未満

２０
～
３０
未満

３０
～
５０
未満

５０
～

１００
未満

１００
以上

合計 構成比

５０未満 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0.2%

５０～５５未満 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0.2%

５５～６０未満 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0.2%

６０～６５未満 0 0 1 2 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0.6%

６５～７０未満 1 0 1 3 15 10 2 0 1 0 0 0 0 0 33 2.1%

７０～７５未満 1 0 1 6 27 13 6 2 0 0 0 0 0 0 56 3.6%

７５～８０未満 3 1 1 10 33 43 12 9 3 1 0 1 0 0 117 7.5%

８０～８５未満 1 1 0 14 62 51 36 33 19 4 1 1 0 0 223 14.3%

８５～９０未満 1 1 1 11 76 62 40 60 40 17 3 3 0 0 315 20.1%

９０～９５未満 2 0 0 13 68 81 32 71 96 49 15 19 7 7 460 29.4%

９５～１００未満 3 1 0 13 47 66 38 40 47 46 15 16 3 7 342 21.9%

合計 16 5 6 73 334 328 166 215 206 117 34 40 10 14 1,564 100.0%

平均 77 80 67 85 85 87 88 90 91 93 93 94 93 95 92.5

95%以上の割合 18.8% 20.0% 0.0% 17.8% 14.1% 20.1% 22.9% 18.6% 22.8% 39.3% 44.1% 40.0% 30.0% 50.0%

※有効率：有効水量を給水量で除したもの。有効水量は給水量から漏水量、調定減額水量、他に起因する

　　　　　　水道施設の損傷などにより無効となった水量を除いたもの

◆　規模別平均有効率

全国の給水人口と有効率の現況

平成１８年度水道統計より

資料　３－５
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◆全国の有収水量１㎥当たりの規模別費用

区分 人件費 動力費 修繕費 薬品費 支払利息
減価

償却費
受水費 その他 合計

0.5万人未満 47.46 10.63 13.45 1.58 37.14 64.78 17.21 76.38 268.63

0.5～1万人未満 32.45 10.39 9.70 1.35 37.52 69.85 20.11 30.95 212.32

1～2万人未満 25.53 8.32 8.78 0.95 28.38 55.69 26.59 23.68 177.92

2～3万人未満 25.80 7.77 8.05 1.23 28.23 56.48 32.77 24.82 185.15

3～5万人未満 23.83 6.68 7.99 0.84 23.04 48.78 37.67 23.70 172.53

5～10万人未満 25.05 5.89 7.99 0.88 22.07 48.87 42.21 24.05 177.01

10～25万人未満 26.13 4.97 7.31 0.65 18.39 42.78 43.19 23.78 167.20

25～50万人未満 30.41 4.49 7.64 0.89 21.97 46.79 32.83 25.95 170.97

50～100万人未満 28.66 4.37 10.60 0.78 19.37 44.21 26.45 24.80 159.24

100万人以上 36.91 4.95 22.78 1.29 18.22 46.92 19.70 40.05 190.82

平均 30.34 5.44 12.81 0.99 20.94 47.62 30.86 29.83 178.83

※有収水量：料金徴収の対象となる水量（有効水量）からメーター不感水量、公園用水、消防用水等を

　　　　　　　　引いた水量（料金徴収した水量）

平成１８年度水道統計より

資料　３－６

全国の有収水量１㎥当たりの規模別費用
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資料　３－７

◆固定資産使用効率

平成１７年度地方公営企業年鑑より

区分 １万人未満 1.0～1.5万人1.5～3.0万人3.0～5.0万人 5.0～10万人 10～15万人 15～30万人 30万人以上

使用効率 4.91 6.33 6.89 6.98 7.53 8.79 8.65 8.37

平均

全国の規模別固定資産効率
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◆固定資産回転率

平成１７年度地方公営企業年鑑より

区分 １万人未満 1.0～1.5万人1.5～3.0万人3.0～5.0万人 5.0～10万人 10～15万人 15～30万人 30万人以上

回転率 0.074 0.091 0.098 0.101 0.113 0.134 0.131 0.126

平均

全国の規模別固定資産回転率

0.108
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○○○○○○○○○○○○○○○○区域図区域図区域図区域図嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域 嵐山町 さいたま市川越市熊谷市 川口市行田市所沢市 加須市東松山市狭山市 羽生市鴻巣市深谷市 上尾市 草加市春日部市越谷市北川辺町大利根町栗橋町鷲宮町久喜市 幸手市杉戸町宮代町白岡町蓮田市菖蒲町騎西町 松伏町吉川市三郷市八潮市鳩ヶ谷市蕨市戸田市和光市朝霞市志木市新座市富士見市三芳町ふじみ野市入間市 伊奈町桶川市北本市吉見町川島町坂戸市鶴ヶ島市日高市毛呂山町越生町 鳩山町滑川町小川町ときがわ町秩父市 飯能市本庄市横瀬町小鹿野町 皆野町 寄居町長瀞町美里町上里町神川町 東秩父村○○区域△△区域××区域□□区域◎◎区域◇◇区域▽▽区域■■区域▲▲区域●●区域大久保浄水場供給区域庄和浄水場供給区域行田浄水場供給区域吉見浄水場供給区域大久保浄水場供給区域庄和浄水場供給区域行田浄水場供給区域吉見浄水場供給区域大久保浄水場供給区域庄和浄水場供給区域行田浄水場供給区域吉見浄水場供給区域 県営水道浄水場別供給区域 資料　３－９
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広域化組合せ案に対する事業体の意見
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◆半世紀先の「県内水道１本化」

◆広域化組合せ案の観点 ◆広域化組合せ案

◆２０年後の広域化形態

概ね同意 代案検討 その他

その他意見の内容

・市（首長の意見や議会）として調整がとれていない
・最初から県内水道１本化を進めるべき
・ブロックの移動を希望 ※検討の結果、県提示案を変更

88%

12%

資料 ３－１１



資料 ４

ブロック別「現状評価と事業運営の見通し」

ＰＩによる現状評価

１

安心に関する評価

ブロック １ブロック ２ブロック ３ブロック ４ブロック ５ブロック ６ブロック

位置 東部（北） 東部（南） 西部（中） 西部（西） 西部（南） 西部（北）

ブロックＰＩ 3.75 4.63 4.88 4.38 5.25 7.13

ブロック ７ブロック ８ブロック ９ブロック 10ブロック 11ブロック 12ブロック

位置 南部（南） 南部（中） 南部（北） 北部（東） 北部（中） 北部（西）

ブロックＰＩ 4.75 4.88 6.88 5.13 4.88 5.38

県全体ＰＩ 5.63（全国平均5.00）

・１２ブロック中、７ブロックが全国平均以下であり、県南東部で低い傾向を示している
・ブロック較差は、３．３８ポイントと較差が生じている
・中小規模の事業体が集まったブロックの方が比較的高い傾向を示している

凡例 黄色：全国平均以下、水色：最高値、ピンク：最低値



２

安定１（将来の備え）に関する評価

ブロック １ブロック ２ブロック ３ブロック ４ブロック ５ブロック ６ブロック

位置 東部（北） 東部（南） 西部（中） 西部（西） 西部（南） 西部（北）

ブロックＰＩ 4.00 4.20 4.40 4.80 5.20 3.80

ブロック ７ブロック ８ブロック ９ブロック 10ブロック 11ブロック 12ブロック

位置 南部（南） 南部（中） 南部（北） 北部（東） 北部（中） 北部（西）

ブロックＰＩ 4.80 5.00 4.40 4.20 4.40 4.20

県全体ＰＩ 4.00（全国平均5.00）

・１２ブロック中、１１ブロックが全国平均を下回り、評価の高いブロックでも全国平均
を多少上回る程度
・ブロック較差は１．４ポイントとあまり較差がない



３

安定２（災害対策）に関する評価

ブロック １ブロック ２ブロック ３ブロック ４ブロック ５ブロック ６ブロック

位置 東部（北） 東部（南） 西部（中） 西部（西） 西部（南） 西部（北）

ブロックＰＩ 5.29 5.29 5.57 5.29 4.71 5.43

ブロック ７ブロック ８ブロック ９ブロック 10ブロック 11ブロック 12ブロック

位置 南部（南） 南部（中） 南部（北） 北部（東） 北部（中） 北部（西）

ブロックＰＩ 6.14 6.57 5.00 5.71 4.86 5.14

県全体ＰＩ 5.29（全国平均5.00）

・北西部の比較的地盤の良い地域が低い傾向を示している
・ブロック較差は、１．４ポイントとあまり較差はない
・大規模事業体の方が災害に対する意識が高い



４

持続に関する評価

ブロック １ブロック ２ブロック ３ブロック ４ブロック ５ブロック ６ブロック

位置 東部（北） 東部（南） 西部（中） 西部（西） 西部（南） 西部（北）

ブロックＰＩ 6.62 6.93 6.83 6.91 7.11 7.34

ブロック ７ブロック ８ブロック ９ブロック 10ブロック 11ブロック 12ブロック

位置 南部（南） 南部（中） 南部（北） 北部（東） 北部（中） 北部（西）

ブロックＰＩ 7.14 6.24 7.03 6.64 6.68 5.91

県全体ＰＩ 6.90（全国平均5.00）

・全ブロック共に全国平均を上回り、高水準である
・ブロック較差は、１．４３ポイントとあまり較差はない



５

総合評価

ブロック １ブロック ２ブロック ３ブロック ４ブロック ５ブロック ６ブロック

位置 東部（北） 東部（南） 西部（中） 西部（西） 西部（南） 西部（北）

ブロックＰＩ 26.28 27.98 28.51 28.29 29.38 31.04

ブロック ７ブロック ８ブロック ９ブロック 10ブロック 11ブロック 12ブロック

位置 南部（南） 南部（中） 南部（北） 北部（東） 北部（中） 北部（西）

ブロックＰＩ 29.97 28.93 30.34 28.32 27.50 26.54

県全体ＰＩ 28.72（全国平均25.00）

・全ブロック共に全国平均を上回っている
・ブロック較差は、４．７６ポイント（約１７％）で総合的にあまり較差はない

※総合評価の配点
全国平均：安心（５点）＋安定１（５点）＋安定２（５点）＋持続（５点×２）＝２５点
持続は収益性、健全性、料金、生産性、資産活用度の５項目を評価しているの

で補正係数２を乗じている



６

耐震化率（地震３指標の合計値）

ブロック １ブロック ２ブロック ３ブロック ４ブロック ５ブロック ６ブロック

位置 東部（北） 東部（南） 西部（中） 西部（西） 西部（南） 西部（北）

ブロックＰＩ 69% 61% 65% 107% 48% 79%

ブロック ７ブロック ８ブロック ９ブロック 10ブロック 11ブロック 12ブロック

位置 南部（南） 南部（中） 南部（北） 北部（東） 北部（中） 北部（西）

ブロックＰＩ 109% 96% 55% 100% 70% 15%

県全体ＰＩ 72%（全国平均48%）

・ブロック値は２０年度データで、全国平均Ｈ１８とは時点差があるが、概ね上回ってい
る
・ブロック較差は、９３ポイントと較差は大きい

・３指標を平均すると最小ブロック５％～最高ブロック３６％とあまり耐震化は進んでい
ない（全国も同様）

その他の現状評価



７

耐震化計画率（土木施設）

ブロック １ブロック ２ブロック ３ブロック ４ブロック ５ブロック ６ブロック

位置 東部（北） 東部（南） 西部（中） 西部（西） 西部（南） 西部（北）

ブロックＰＩ 53% 17% 58% 83% 27% 13%

ブロック ７ブロック ８ブロック ９ブロック 10ブロック 11ブロック 12ブロック

位置 南部（南） 南部（中） 南部（北） 北部（東） 北部（中） 北部（西）

ブロックＰＩ 69% 38% 73% 31% 7% 1%

県全体ＰＩ 32%

・ブロック較差は、８２ポイントと較差は大きく、二極化の傾向がある
・耐震化率と計画率は、特に相関はない



８

事業運営の見通し

評価項目
ブロック

施設更新需要のピーク 今後１０年間で
退職する割合浄水場 配水池

１ブロック ２１年後～ ２１年後～ ４４％

２ブロック ２１年後～ ２１年後～ ５２％

３ブロック ２１年後～ ２１年後～ ４４％

４ブロック ２１年後～ ２１年後～ ５４％

５ブロック ２１年後～ ２１年後～ ３２％

６ブロック ２１年後～ ２１年後～ ３４％

７ブロック １１年後～ ２１年後～ ４３％

８ブロック ２１年後～ ２１年後～ ３８％

９ブロック ２１年後～ ２１年後～ ４６％

１０ブロック ２１年後～ ２１年後～ ３９％

１１ブロック ２１年後～ ２１年後～ ３７％

１２ブロック ２１年後～ ２１年後～ ２６％

評価 ・耐用年数による更新需要は、一部のブロックで１０
年後にピークがくるが、概ね２１年後以降である

・約３割以上の職員が今後１０年
間で退職する
・二つのブロックで半数が退職

その１



９

評価項目
ブロック

収益収支
赤字転換時期

給水原価の推移

Ｈ１９ Ｈ４２ 上昇率

１ブロック ２１年後～ １６６円 １６８円 1.2%

２ブロック Ｈ３２年～ １６１円 １９９円 23.6%

３ブロック Ｈ３９年～ １５０円 １７６円 17.3%

４ブロック ２１年後～ １３８円 １４５円 5.1%

５ブロック Ｈ３５年～ １５７円 １８４円 17.2%

６ブロック ２１年後～ １４７円 １５８円 7.5%

７ブロック ２１年後～ １６５円 １８２円 10.3%

８ブロック Ｈ３８年～ ２１５円 ２５７円 19.5%

９ブロック Ｈ４１年～ １６７円 １８７円 12.0%

１０ブロック ２１年後～ １５６円 １７０円 9.0%

１１ブロック ２１年後～ １４４円 １５０円 4.2%

１２ブロック Ｈ４０年～ ２０１円 ２２０円 9.5%

評価 ・料金改定しない条件でシミュレー
ションすると、今後２０年間で半数
のブロックが赤字に転換する

・給水原価の上昇は、最大約２４％、最小１％とブ
ロック間で較差がある

その２



１０

評価項目
ブロック

内部留保金の推移 企業債残高の推移

Ｈ１９ Ｈ４２ 増加率 Ｈ１９ Ｈ４２ 増加率

１ブロック ８１億円 ５３７億円 663% ２３２億円 ２１３億円 92%

２ブロック １４２億円 １２５億円 86% ３７２億円 ５８５億円 157%

３ブロック １０８億円 ３１７億円 294% １４７億円 ３０１億円 205%

４ブロック １２４億円 ２９０億円 234% ２３６億円 ２２９億円 97%

５ブロック １２７億円 ３２６億円 257% １９７億円 ４５３億円 230%

６ブロック ６３億円 ８８億円 140% ６４億円 １０１億円 158%

７ブロック ９８億円 １１５億円 117% ４４０億円 ３５６億円 81%

８ブロック １１６億円 ▲２１４億円 ▲284% ８４７億円 ８７６億円 103%

９ブロック ６６億円 ３２８億円 497% １９６億円 ２６９億円 137%

１０ブロック ２８億円 ９８億円 350% ２０２億円 １９０億円 94%

１１ブロック ８７億円 ３７９億円 436% ３６１億円 ２６３億円 73%

１２ブロック ２１億円 １２５億円 595% ６８億円 １１５億円 169%

評価 ・内部留保金の増加率は、最大７倍、最小▲
３倍とブロック間で較差がある。但し、企業債
借入の割合を５割とした為、経営体力のある
事業体によっては状況が異なる。

・企業債残高の増加率は、最大２倍、最小０．
７倍とブロック間で大きな較差はない。企業
債残高の増加率が高く、内部留保金の増加
率が低いブロックは注意が必要。

その３
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